
外国人技能実習機構（以下、「機構」と言います。）では、認定計画に従って技能
実習が適正に行われているかを確認するため、法令に基づき、３年に１回程度の頻
度で定期的に実地検査を実施しています。
また、実習生に労災や行方不明事案が発生した場合、定期的な検査とは別に、
臨時の実地検査を実施しています。
実地検査は、原則として予告なく、機構の職員が訪問し、必要な報告を求めたり、
帳簿書類を確認すること等により実施します。
実習実施者の皆様におかれましては、機構の実地検査に対するご理解とご協力
をお願いします。

外国人技能実習機構の
実地検査にご協力をお願いします

実習実施者のみなさまへ

実地検査の一般的な流れ

実習実施者を訪問（原則として、予告なく訪問します。）
・実習責任者、実習指導員、生活指導員等との面談
・実習生の実習状況の確認、面談
・賃金台帳、タイムカード、日誌等、関係諸帳簿の確認

（法違反等が認められなかった場合） （法違反等が認められた場合）

文書指導（改善勧告・改善指導）

検査の終了

改善されない場合
重大・悪質な法違反の場合

行政処分等
行政処分等を受けると、
企業名が公表されるほか
認定の取消しの場合には、
５年間の受入停止となります。

外国人技能実習機構 富山支所

※実地検査において、虚偽の報告、虚偽の帳簿書類の提出・提示又は虚偽の答弁を
行うことは、技能実習計画の認定の取消事由に該当します。
また、実地検査への協力が得られない場合、技能実習計画の認定に必要な情報が
得られないため、計画が認定されない場合があります。
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改善報告による改善確認
再度の検査で改善確認



適正実施マニュアル

※チェックがつかなかった項目については、「外国人技能実習 適正実施マニュアル」
を参照の上、自主的な改善をお願いします。また、適正実施マニュアルには、
さらに詳細な点検項目が記載されていますので併せてご確認ください。

技能実習自主点検シート（主要17項目） ✓

技能実習責任者は、３年以内に技能実習責任者養成講習を修了していますか。

技能実習指導員は、修得させようとする技能等について5年以上の経験を有し、
事業所に所属する常勤の役職員ですか。

生活指導員は、事業所に所属する常勤の役職員ですか。

認定された技能実習計画にない職種や作業に従事させていないですか。

必要な機械、器具等の設備が、事業所に備えられていますか。

業務に従事させる時間配分の基準を守っていますか。
（必須業務１/２以上、関連業務１/２以下、周辺業務１/３以下）

従事する時間のうち１/10以上、安全衛生に関わる業務を行っていますか。
（移行対象職種の場合）

月80時間を超える時間外・休日労働を行わせていませんか。
また、月45時間（1年変形の場合は月42時間）を超えて時間外労働を行わせ
た場合、1か月以内に軽微変更届出を行っていますか。

認定計画（雇用条件書）記載の支払額、支払い手段、割増賃金等の内容に従い、
報酬を支払っていますか。

同種の作業に従事する日本人労働者に対する報酬の額と同等以上ですか。

技能実習２号や３号など技能の習熟度に応じた賃金の格付けを行う等により、
技能実習の意欲の向上に資するよう努めていますか。

技能実習生に法定の年次有給休暇を取得させていますか。

技能実習生が定期に負担する食費、居住費、水道光熱費等について、技能実習
生と丁寧な合意がなされ、かつ、控除額は適正ですか。
（適正であるかどうかの判断基準は、適正実施マニュアル（※）参照）

宿泊施設に適切かつ十分な消火設備を設置していますか。

施錠できる個室である場合を除き、施錠できる個人別の収納設備を設置し、
技能実習生自身に鍵を管理させていますか。

就眠時間を異にする技能実習生が２組以上いる場合に、寝室を別にしています
か。

技能実習生名簿、履行状況に係る管理簿、技能実習日誌を作成し、必要事項を
全て記載し、事業所に備え付けていますか。
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